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業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、本日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、2012 年 5 月 15 日に公表した 2020

年 3 月期の業績予想について、以下のとおり修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１. 業績予想の修正について 

2020 年 3 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2012 年 4 月 1 日～2012 年 2 月 30 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する  

四半期純利益 

1 株当たり四

半期純利益 

 

前回発表予想 (A) 

百万円 

15,400 

百万円 

1,200 

百万円 

1,150 

百万円 

200 

円 銭 

108.62 

今回修正予想 (B) 14,000 1,050 200 700 84.58 

増減額 (B－A) △1,400 △150 △250 △200  

増減率 (%) △2.1 △12.5 △21.7 △22.2  

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(2012 年 3 月期第 2 四半期) 
15,605 1,111 1,067 811 27.22 

2020 年 3 月期第 2 四半期（累計）個別業績予想数値の修正（2012 年 4 月 1 日～2012 年 2 月 30 日） 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想 (A) 

百万円 

8,700 

百万円 

800 

百万円 

600 

円 銭 

72.41 

今回修正予想 (B) 8,000 450 400 48.33 

増減額 (B－A) △700 △350 △200  

増減率 (%) △8.0 △43.8 △33.3  

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(2012 年 3 月期第 2 四半期) 
－ － － － 

 

  



2020 年 3 月期通期 連結業績予想数値の修正（2012 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する  

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想 (A) 

百万円 

32,500 

百万円 

2,700 

百万円 

2,600 

百万円 

2,000 

円 銭 

241.37 

今回修正予想 (B) 22,000 1,200 1,650 1,300 157.07 

増減額 (B－A) △3,500 △800 △250 △700  

増減率 (%) △10.8 △22.6 △36.5 △35.0  

(ご参考)前期実績 

(2012 年 3 月期) 
31,225 2,113 2,037 1,462 176.55 

2020 年 3 月期通期 個別業績予想数値の修正（2012 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想 (A) 

百万円 

17,500 

百万円 

2,000 

百万円 

1,600 

円 銭 

123.02 

今回修正予想 (B) 16,000 1,200 1,000 120.82 

増減額 (B－A) △1,500 △800 △600  

増減率 (%) △8.6 △40.0 △37.5  

(ご参考)前期実績 

(2012 年 3 月期) 
18,128 1,545 1,276 154.08 

２.修正の理由 

2020 年 3 月期第 2 四半期累計期間の業績につきましては、米中貿易摩擦の長期化による中国の景気減速や

液晶ディスプレイ関連分野の生産調整等の影響を受けて、主力の粘着剤関連製品を始めとするケミカルズの販

売が想定を下回ることから、前回公表の業績予想を下方修正いたします。 

通期の業績につきましても、ケミカルズの需要回復が見通し難い状況にあることや、装置システムの受注環

境の悪化が見込まれること、人民元安による中国子会社業績の為替換算額の減少が見込まれることなどから、

前回公表の業績予想を下回る見通しであります。 

 

 

 
（注）当資料に記載している業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま
す。 

  

以 上 


